
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ポイント 名前

天体の計算 月 日

まとめ 天体の計算 月と星の動き 標準

① 星は1時間に15度(日周運動)　② 同じ星が見える時こくは1日に約4分早くなる(年周運動)　③ 経
度15度で1時間(時差)

例

(1) 星と時こくの計算

日周運動…1時間に15度(東から西へ)

年周運動…1日に約1度。同じ星が見える時こくは

1日に約4分早い

時差…経度15度で1時間(各地の時こく)。同じ星

の南中は、日本の時こくで、東へ1度ごとに4分早

い

星の等級…5等級ちがうと、明るさは100倍

問い 計算 答え
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条件が2つ(日にちと場所)あるときは、1つずつ

順に直してから、同じ条件にそろえて比べる

(2) 月の位置と時こく

月の南中時こくは1日に約50分おそくなる(7日で

次の形、14日でその次の形)

南中の6時間前にのぼり、6時間後にしずむ

時こくと月の形がつじつまを合わせる
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上げん(18時)の7日後は18時＋350分＝23

時50分(ほぼ満月)

上げんの月は夕方に南の空、満月は真夜中に南

の空、下げんの月は明け方に南の空にある
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